
日本語・韓国語・名詞
第43回 「日本語と外国語との対照言語学的研究」

日本語と韓国語の「名詞止め文」（文末の述語がなく名詞で終わる文）
について論ずる。日韓両語は統語構造が類似しているにもかかわらず、
名詞止め文の使い方に違いがある。本発表では、名詞止め文の機能に　
注目しながら日韓両語の異同について述べる。　

招待
講演

15:10-16:40
生越直樹 （東京大学 名誉教授）

  韓国語学・日韓対照研究氏

Zoom開催

　　以下のリンク先またはQRコードより事前申し込みをお願いします。

　　https://forms.gle/9SpXVZ5w7hZgM7pk7｜
      
      締め切り：3月14日（金）14時まで
　　事前申し込みをされた方に、講演会の前日、Zoomリンクをお送りします。

対照日本語部門：　
幸松英恵　秋廣尚恵　大谷直輝　川村大　降幡正志　土肥篤　三宅登之　山田洋平
お問い合わせ先（国際日本研究センター） tel:042-330-5794.    mail: in-icjs@tufs.ac.jp

東京外国語大学国際日本研究センター 対照日本語部門主催

14:00-15:00

金 智賢 （宮崎大学 教授）
　韓国語学・日韓対照研究氏

「日韓両語のコピュラ構造と「名詞的」特徴について」

「日韓両語の「名詞止め文」の使われ方―機能との関係―」

  3 月15日 (土) 14:00-

（一般公開・申込必要）

16:40-17:00 討論   司会　幸松英恵
（東京外国語大学 准教授）　


